
RG79Y725H06

適用機種 4方向カセットHタイプPAC-SK69HU

警告

警告

注意

安全のために必ず守ること

三菱電機パッケージエアコン別売部品
直付方式加湿器据付工事説明書

●据付工事は、この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、確実に行ってください。
●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。
●誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。

●据付工事完了後、試運転を行い異常がないことを確認してください。
　この据付工事説明書は、お客様で保管していただくように依頼してください。
　また、お使いになる方が代わる場合は、新しくお使いになる方にお渡しいただくように依頼してください。

誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷
などに結びつく可能性があるもの。 注意 誤った取扱いをしたときに、軽傷又は

家屋・家財などの損害に結びつくもの。

据付けは、販売店又は専門業者に依頼する。

冷媒配管の断熱は、結露しないように確実に行う。 ドレン配管は、据付工事説明書に従って確実に排水するよう
施工し、結露が生じないよう断熱処理すること。

0℃以下の雰囲気となり凍結のおそれがある場所には取り付け
ないこと。

電気配線は、電流容量に合った規格品の電線を使用すること。

1 部品の確認

ポリ袋は幼児の手の届くところに置かない。

据付（移設）・電気工事をする前に

据付工事は、この据付工事説明書に従って確実に行う。
●お客様ご自身で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電･火災
　などの原因になります。

●頭からかぶるなどしたときに口や鼻をふさぎ窒息する原因になります。

●不完全な断熱施工を行うと配管など表面が結露して、露たれなどが
　発生し、天井･床･その他大切なものを濡らす原因になります。
●接続部の断熱施工は、気密試験後に行ってください。

●配管工事に不備があると、水漏れし、天井･床･その他家財などを濡
　らす原因になります。

●破損、水漏れの原因になります。

●漏電や発熱･火災などの原因になります。

●据付工事に不備があると、水漏れや感電･火災などの原因になります。

（この箱の中には本据付工事説明書の他に下記部品が同梱されています。）
＊エレメントの変形、傷つきは水漏れの原因になりますので、加湿器本体を運搬する際にはエレメントを持たないようにしてください。
　（搬入時は据付場所までできるだけ梱包のまま搬入してください）

① 加湿器本体

⑧ 排水ジョイント部断熱材 ⑨ 配管用断熱材 ⑩ ご注意ラベル ⑪ 本体天面用断熱材 ⑫ 本体天面用断熱材

⑮ 本体吹出口断熱材

⑬ ラベル ⑭ 本体吹出口断熱材

② 本体開口部断熱材 ③ 本体開口部断熱材 ④ 本体開口部断熱材 ⑤ タッピングネジ ⑥ 排水ホース ⑦ バンド
エレメント

給水口

黒色

黒色 白色

黒色 黒色
濃灰色

濃灰色
灰色

灰色
灰色

濃灰色 濃灰色

2枚重ね品
2枚重ね品

※裏面に「吹出口側」の
　表記あり

※裏面に「8」の表記あり ※裏面に「9」の表記あり ※裏面に「11」の表記あり ※裏面に「12」の表記あり

（大） （大）（小）
（小）

t 5×40×200 t 3×120×250t 5×25×150
t 6×80×220

t 3×380×50

t 1.5×60×160

※裏面に「天板側」の
　表記あり排水ジョイント 電気品箱

1台

各1枚

1枚

各1枚 1枚 4枚 4枚 1枚 2枚

2枚 1枚 1枚 7本 1個 3本

4×16

1
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2 据付け前の準備

　⑴ストレーナー…水中のゴミを捕集するため、メンテナンスしやすいところにストレーナーを必ず取り付けてください。
　⑵止水用バルブ…シーズンオフ、又は緊急時などのために加湿器の配管上流側に止水用バルブを必ず設けてください。

　⑷減圧弁…供給水圧が0.5MPa以上の場合は減圧弁を取り付けて0.05MPa～0.5MPaに調整してください。

　⑵加湿器の取付位置は１箇所です。ドレン配管から見て右側面に行ってください。
　　（左側面は、分ダクト専用であり、取り付けできません）

　⑴供給水質…市水、上水又はこれと同等以上の水を使用してください。

　⑶供給水圧…0.05MPa～0.5MPaの範囲でご使用ください。0.5MPa以上の場合は減圧弁を取り付けて
　　　　　　　0.05MPa～0.5MPaに調整してくさい。
　⑷止水用バルブ（現地手配）及びストレーナー（現地手配）を必ず取り付けてください。（　　　　　　　　　参照）

高さ：Ａ

※別売多機能ケースメント又は別売フィルター自動清掃ユニットご使用時には135㎜
　別売左右ルーバーユニット又は別売「ヘルスエアー機能」搭載クリーンユニット
　ご使用時には80㎜加算されます。

PL-ZRP40～71HA＊/ERP40～80HA＊
PLFY-EMP22～71HM＊/MP22～90HM＊
PLFY-EP22～71HMG＊/P22～90HMG＊

275以上

能　　力 Ａ

315以上
PL-ZRP80～160HA＊/ERP112～160HA＊/HRP80HA＊
PLFY-EMP80～160HM＊/MP112～160HM＊
PLFY-EP80～160HMG＊/P112～160HMG＊



据付け前の準備

断熱材⑪⑫の貼付け（マルチ機種の場合）※スリム機種の場合は使用しません。
マルチ機種の場合は必ず断熱材を貼り付けてください。断熱材⑪⑫の貼付けは、室内ユニット据付け前に行ってください。
室内ユニット据付け後の貼付けは難作業となります。
⑴断熱材⑪の１枚目は室内ユニット天面の凸形状の中心線（A）、凹形状の端部（B）を目安に合わせ貼り付けてください。
⑵断熱材⑪の２枚目以降は１枚目に突き当て、隙間が無いように貼り付けてください。
⑶断熱材⑫は断熱材⑪の貼合わせ部を覆うように貼り付けてください。（順不同）

断熱材⑪ １枚目

Ｂ

お願い
・断熱材⑪⑫は必ず室内ユニット天面に貼り付けてください。貼付けに不備があると、露つき・露たれの原因になります。
・断熱材⑪⑫はのり付き品です。貼り付けるとはがれないため、貼付位置をよく確認したうえで貼り付けてください。
・室内ユニット天面はネジの先端部分が出ているので、貼付けの際は十分に注意して作業してください。

A



フィルター自動清掃ユニット
「ヘルスエアー機能」搭載クリーンユニット

多機能ケースメント
左右ルーバーユニット

〈表1〉

据付け前の準備

断熱材⑭⑮の貼付け（マルチ機種、かつ表１の別売部品と併用する場合）
※スリム機種、又は表１の別売部品と併用しない場合は使用しません。

直付方式加湿器と表１の別売部品のいずれかを併用する場合は必ず断熱材
⑭⑮を貼り付けてください。断熱材の貼付けは、室内ユニット据付け前に行って
ください。
室内ユニット据付後の貼付けは難作業となります。
貼付位置は下図を参照してください。

C－C
断熱材⑭
貼付基準

断熱材⑭
貼付基準

断熱材⑭

断熱材⑮

断熱材⑭
貼付基準

断熱材⑭

吹出口

吹出口

C C

発泡スチロール側板

はがれ注意
折り返して
貼付け

断熱材⑭⑮ははがれないよう、確実に貼り付けてください。貼付けに不備があると、露つき・露たれの原因になります。
断熱材⑭⑮はのり付き品です。貼り付けるとはがれないため、貼付位置をよく確認したうえで貼り付けてください。

他の位置には、取り付けできません。

⑴室内ユニット分ダクト（2箇所）のうち、1箇所は加湿器取付で使用できなくなります。
⑵加湿器を取り付けた場合、2方向、3方向吹出しはできません。必ず4方向吹出しでご使用ください。
　（能力の低下及び露たれなどが発生する原因になります）

室内ユニットの取付用カットアウト穴、排水口用カットアウト穴をあけます。

（60）

断熱材⑮
貼付基準断熱材⑮

貼付基準

断熱材⑮

350

排水口

ドレン配管

1
0
0



Ｅ Ｅ

E－E

F－F

発泡スチロールの切粉は必ず取り除いてください。
ドレンポンプのつまりの原因になります。

角穴に付属の断熱材を貼り付けます。

断熱材②を、穴の左右部に貼り付けます。

側板と発泡スチロールを巻き込むように貼り付けてください。
断熱材ははがれなきよう、よく押し付けて貼り付けてください。

断熱材③を、穴の吹出口側に貼り付けます。
※断熱材③は裏の離形紙に「吹出口側」の記載があるので、貼り付ける前に確認してください。
　・断熱材③のミシン目が下図の貼付基準位置に合うように貼り付けてください。

D
断熱材②

断熱材④

断熱材③

丸穴部を室内ユニット
側板のネジ穴に合わせる

こちら側の離形紙をはがす

をはがし、側板と発泡ス

D

D

F

F



D
G－G

G

G

H－HHH

断熱材④を、穴の天板側に貼り付けます。
※断熱材④は裏の離形紙に「天板側」の記載があるので、貼り付ける前に確認してください。
・断熱材④の丸穴部を室内ユニット側板のネジ穴部に合わせ、左右の断熱材②との間に隙間がないよう
貼り付けてください。

室内ユニットに加湿器①を取り付けます。

室内ユニット側の排水ホース⑥を取り付けます。



加湿器側の排水ホース⑥を取り付けます。

排水ホース⑥の排水ジョイント挿入部をバンド⑦で締め付けてください。

不備があると、露つき・露たれの原因になります。

合わせて取り付けてください。

⑴加湿器の蓋をとりはずしドレンパンに水（約1リットル）
　を徐々に注水して、排水性を確認してください。
　（　　　　　 で室内ユニットのドレンポンプから
　排水されることを確認しますので、それまで水を
　抜かないでください）

を取り付けて

ストレーナーはサービスできる所へ設置してください。
ストレーナー及び現地の配管部分には、十分な断熱を行ってく

ストレーナー

J－J

J

J



室内ユニットへの配線接続
●加湿器に接続されている電源線と信号線を室内ユニットへ取り入れます。

⑴ 現地配線用サービスパネルのストッパーを矢印（OPEN）の方向に動かし、現地配線用サービスパネルを図示位置まで
　 回転させる。【図１】
⑵ 電気品カバーを固定しているネジ２本を緩め（ネジとりはずし不要）、電気品カバーをスライドさせてとりはずす。
　 〔仮掛け可能〕【図２】

ストッパー

目印

現地配線用
サービスパネル

現地配線用
サービスパネル

電気品カバー仮掛け部

電気品カバー
スライド方向

加湿器電源線

加湿器電源線

本体ユニット
配線

本体ユニット
配線

ケーブル
ストラップで
固定

ケーブル
ストラップで
固定

内外接続用/
電源端子盤
〈AC200V〉

電源端子盤
〈AC200V〉
（別売配線
リプレースキット）

加湿器信号線
（CN25へ接続）

加湿器信号線
（CN25へ接続）

【図１】

【図2】

【図3】

【図4】

【図7】

LOCK OPEN

電気品カバー

ネジ

⑶ 各配線を配線取入口より室内ユニットに入れる。
⑷ 各配線を端子盤に確実に接続する。
　 ①スリム機種の場合【図３】
　　 内外接続用端子盤の「S1」「S2」端子へ接続し
　　 てください。
　 ②スリム機種で電源配線接続方式が内外別受電
　　 方式又は室外ユニットより室内ユニットに電源
　　 を供給する方式の場合【図４】
　　 電源端子盤（別売）の「R」「S」端子へ接続して
　　 ください。
　 ③マルチ機種の場合【図３】
　　 電源端子盤の「R」「S」端子へ接続してくださ
　　 い。
　　 ※サービス時を考慮して、電気品箱を室内ユ
　　　 ニットの下に降ろすための余裕を配線に持
　　　 たせてください。
⑸ 配線を室内ユニットに取付けのケーブルストラッ
　 プで固定する。
⑹ とりはずした部品を元どおりに取り付ける。
　 ※ストッパーは、現地配線用サービスパネルの目
　　 印まで動かしてください。【図7】



室内ユニットへの配線接続

加湿器を取り付けた場合、リモコン又は室内制御基板で室内ユニットの機能設定を変更してください。

据付け後、付属のご注意ラベル⑩を室内ユニットの手元開閉器の
付近に取り付けてください。

ドレン口透明可視化部及びドレン配管の最終出口部で室内ユニットからの排水を確認してください。

試運転が終わりましたら、止水用バルブとストレーナーの位置をお客様に説明してください。

⑴ スリム機種の場合

⑵ マルチ機種の場合
加湿器を取り付けた場合、室内ユニットの機能設定を
してください。



※マルチ機種の場合

加湿器を取り付けた空調機を暖房運転にすれば、自動的に加湿運転します。
室内ユニットに付属の取扱説明書を参照して、暖房運転してください。

据付け後、付属のラベル⑬をリモコンに貼り付けてください。

長い間ご使用いただくために、一年ごとに以下の部品の保守点検を行ってください。

発生や室内ユニットの熱交換器の腐食の要因となる場合があります。

ストレーナー

①蓋をとりはずす。（ネジ5本）
②エレメントサポートをとりはずす。（ネジ2本）
③エレメントをサブドレンパンごと取り出す。

蒸発残留物、ゴミ・ほこりの点検
エレメントが蒸留残留物、ほこり・ゴミなどで汚れていないか
確認してください。ほこり・ゴミのみの場合は清掃してください。
交換の目安は3シーズン（3750hr）です。

加湿器の保守はお買上げの販売店もしくは専門の業者に依頼
してください。
お客様ご自身で行い、不備があると水漏れや感電、火災などの
原因になります。





12静岡製作所　〒422-8528  静岡市駿河区小鹿3-18-1

MEMO


	RG79Y725H06
	安全のために必ず守ること
	1 部品の確認
	2 据付け前の準備
	3 加湿器取付手順
	4 排水配管工事
	5 給水配管工事
	6 室内ユニットへの配線接続
	7 室内ユニットの機能設定
	8 注意書きの取付け
	9 試運転
	10 運転のしかた
	11 保守・点検




